









刷 ・包装分野の研究 ・調査 に関す る中心的役割を果
た しており、国立機関ではな く世界の企業か らの出
資によって大半が運営されて いるとい う極めてユ
ニークな存在である。紙の分野では4年 毎にオ ック
ス フ ォー ドとケ ンブ リ ッ ジ大学 で 開 催 され る
「FundamentalResearchSymposium」 はPiraが























2.SifsoeResearchInstituteに つ い て
ロン ドンの郊外Beffordshire,SilsoeVillageに
あ る英 国 の8っ のAgriculturalandFoodRe-
searchCouncilの1つ であ り、筆者 らの ロ ン ドンの
ホ テルか ら貸 し切 りバ スで約80分 であった。 この研














活動 している。 これらのテーマは英国農水省 と科学

























ここでは、1っ はオイル原料 としての新植物品 種 と
炭水 化物採取の ため の新植 物 品種 の探索 であ る。
これ らの 目的 に見合 った興 味のあ る農作 物が 幾つ
か紹介 されてい る。
coriander(コ エ ン ドロ:セ リ科 の草 、芳香性 の あ
る種子 は料理や医薬品 に用 い る、corianderseedsは
香料 と して用 い られ る)、potmarigold(ト ウキ ン
セ ン:唐 金蓋 、普 通 の金 蓋花 の園芸 品種 で、花 は料
理 に用 い る)、carraway(日 本名不明)、safflower
(ベニバ ナ:ア ザ ミに似 たキ ク科の草、薬用 およ び赤
色染料 として用 い る)、buckwheat(ソ バ)、quinoa
(ア カザ 属 の1年 草 で種子 は 食糧 とな る。南 米 が原
産)に 注 目 して検討 を行 って いる。 この うちquinoa
は病害 に強 く2.6t/ha-4.6t/haの 収 穫があ り炭 水
化物 と高 品 質の 蛋 白が 得 られ る。 他 の4種 中pot
marigoldは1年 間安定 した生 長を示 し1.4t/ha以 上
の種子 の収 穫が あ りこれよ り18%の 収率で高級油 が
採取 され た。carrawayは2年 生植 物で1.9t/haの
収穫 があ り油は11.7%採 取 で き、saffowerは 寒 冷の
時で も生育 し0.1t/ha,buckwheatは 生長 が早 く平
均収率 は0.9t/haと い う結果 を得た。ECで は特殊 な
工業 用オ イル として これ らの結果 の利 用 を考 えて お
り、オ ラ ンダ、英 国、 スペイ ン、フラ ンスが 分担 し
て研 究 を進 めてい る。
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3.PiraInternasiona!/SilsoeResearch
InstituteJointConfernce「Non-
woodfiibresforindustry」 の 状 況
前述のPiraの 組織内にはいくっかの部門があ り、
その知名度を活用 して ジョイ ントコンファレンスが
常に行われてお り今回 もその1つ であると理解 され
る。コンファレンスは1994年3月23日 一24日 に
SilsoeInstituteで 開催されたが筆者 らは日程の都合
で初 日後半出席す るスケジュールになって しまった
ことは残念であった。
参加者は約110-120名 でオース トラ リア、カナ
ダか ら各1名 、デンマーク2、 ドイツ5、 イタリー3、
フランス2、 オラ ンダ、スウェーデ ン各6名 、フィン
ラン ド4、英国71、 アメリカ4、 報道関係6で 日本か
ら会議2ポ スターセ ッション6名 とい う顔ぶれであ
る。
講演予行集は2部 に別れVol.1、 約140ペ ージ、




中心 とした欧州北部の国々による物であ り、 これ ら
国々は製紙原料 としての非木材資源 という感覚では




マ ットやカーペ ットの裏地などに開発 して行こうと
いう指向であると理解された。したが って、このコ
ンファレンスの位置づけもは じめに案内された展望






パルプが得 られ、石油資源が新 しい繊維紙原料 とし
て発展するにつれて衰退の道をたどってきている。
一方、ヨーロッパの農業はECが 耕作に適 した土地













り、 さらにその中に針葉樹林の生産性 は年間ヘ ク
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ジ ュ ー ト(Jute)1-5
麦 わ ら(Wheatstraw)1-3
ケ ナ フ(Kenaf)1-7










と近似 したデ メ ンシ ョンを 持ち製紙用 資源 と して有
望 であ るこ とを示唆 して い る。
また、非木材 資源のパル プ化適性評 価 につ いては
1993年 のPiraStrawConferenceに 於 いて各種小
麦の変 種 にっ いて総合 的 な検討 を行 い発表が行 われ
て お り、繊維 資 源 とオ イ ル の収穫 を ね らった各種
oil-seed(採 油可 能種子 の総 称)の 変種 を育成 し、そ
の高 さ、堅 さ、繊維収率 、 オイル収率 、 リグニ ン含
有量 な どを調べ紹介 してい る。




通 常 の 日本 の辞書で は リンシー ドと亜麻 とはflax
と して扱 われて いるが、繊維 資源 と してのflaxと オ
イル資源 と してのflaxと の違 いがあ る。後者 のオ イ
ルは塗料 、糊、 ワニ ス、接着 剤、 リノ リュームの素
材 を 目的 と して育 成 した種子 か ら採 取 され る。 この
発表 で は繊維 資源 とオイル 資源 と両者 の利用 を 目的
と したflaxの 変種育成研究 と工業化 の可能性 にっ い
て論 じて い る。






ス ウェーデ ン大学 か らの発 表であ る点興味 が持 た
れる。以下 に概要 を示す。
Reedcanarygrass(RCG)は 温帯 性の植物 で あ
るが 極めて高 いバ イオマス生産 性が あ る。 この植物
の時季 遅 れの収穫 システ ムを開発 し生 産 コス トを減
少 し、燃 料 と繊維 品質を向上 させる可 能性が得 られ
た。 この収穫物はBornholmの パイ ロ ッ トプラ ン ト
でテス トしカ ッパ ナ ンバ ーが 低 く、微細 繊維 の少 な
い高 収率 のパルプが得 られ た。燃料 と してはバ イオ
フユーエ ルパ ウダー として商 品的に はス ウェー デ ン
の石炭 、石 油 に匹敵 できる可 能性が あ る。ヘ クター






表3ミ ス カ ンサ ス(miscanthus)、RCG、 ス ウ ェ ー デ ン

























発表者 はBeloitWalmsleyに 所 属 し北 イ ン ドに設
置 した 同社 のバ ガスパルプ プラ ン トの設備 の状態 を
16の 図表で説明 してい る。 まず脱 ビス装 置 につ いて
述べ 、 べ一ル開 梱機械、バ ガスパ イルの構 造、 バガ
スの洗 浄、精選 、ス ク リューフ ィー ダー、蒸解 装置、
バ ガス専用 のデ ス ク レファイナー な どにつ いて解 説
してい る。
3-5.「 パ ルプ工 場の資源 と して使用 され るRCGの





RCGに つ いては さきにス ウェー デ ンか ら発 表があ
ったが 、 フィ ンラ ン ドのヘ ル シンキ大 学 か らも報告
が あ った。北 欧諸 国は過剰 な農業 生産 物 に対処 す る
た め非 食糧植 物 資源(Non-foodcrops)に 強 い関
心 が持 たれてお り、 フィ ンラ ン ドで も輸入 樺材 に替
わ る植物 を探索 中であ る。RCGは フ ィ ンラ ン ドでは
6月 に種を蒔き8月 採種、刈 り入れ出来 る植物 として
注目されている。 この報告ではRCGを 葉、茎、葉鞘
部を別々に取 り出 しソーダアントラキノン蒸解を行
いパルプ収率、シ リカ成分、カル シウム、鉄、マ ン
ガン、銅 などの含有率を克明に分析 している。 さら
に、輸入樺材とRCGの 価格比較を行い試算 している。
RcGで は育生費17.90ポ ン ド/t、 収穫費15.60ポ
ンド/t、 貯蔵費o.83ポ ンド/t、禾1偲13.91ポ ン ド
/t、 輸送費7.83ポ ン ド/tと なり工場渡 し価格 は
56.07ポ ン ド/tと 試算 されこれは輸入樺材(ソ 連 よ





この発表では、吸湿 した麦わ らを対象 として各種
処理条件 を変えたハ ンマー ミルで解繊を行 い各種
ボー ド類、包装用 トレイを製造 しその特性を検討 し
ている。使用 したハ ンマー ミルは直径1mの チ ャン
ピオ ンハ ンマーミルで速度は2段 階変えられる。解
繊に当たって試料は20%と45%に 吸水 され解繊後
風乾 しス クリー ンを通 し水分35%の 原料が得 られ
た。収率は処理条件 で異 なるがほぼ80%以 上 とな
る。 これを主原料 としてバイ ンダーを加えボー ド、
トレイを製造 した。表4は 大麦を原料 とするボー ド
の特性でありメーカー品であるMDFボ ー ドのバイ ン
ダーの種類、量については不明である。
また、パルプモール ド製品にっいて も紹介され古
紙50%、 解繊麦わ ら50%、 ノーバイ ンダーの試作
が行われている。
「非木材資源のパル ピングを中心として」
この部門の発表は英国か ら1件 、米国2件 、オース
トラ リア1件 、イタ リー2件 といった内容でとくにイ






















































































3-7.「 アルセル プ ロセ ス:1年 生繊 維資源 のパ ル ピ





ALCELL⑪ プ ロセ スす なわ ちアル コール と水 の混
合液 で約195℃ で 行 うパ ルプ化法 の詳 細 はTappiJ.
Vol.74(3),113-118(1991)にE.K.PyeとJ.
H.Loraに 依 って報告 され、本 誌1990年11月 号 に
福 井工大 中野教授 が コメ ン トを発表 してい るので詳
細 は参照 され たい。今回 の コ ンフ ァ レンスでは この
方 法を非 木材 資源 に応用 した と きの結果 につ いて発
表 され て いる。実 験 はベ ンチ スケール と同社 の 日産
24ト ンスケールのパ イ ロ ッ トプラ ン トで行われ 、さ
らに日産10,000ト ンの実用機 にて行 う計画 を進 めて
いる。
対象 とす る原料 はケナ フ、バ ガ ス、麦わ ら、亜麻、
麻 などで、バガ ス に適応 した場合低 リグニ ンのパ ル
プが収率70%以 上で得 られ、ケナ フで行 った時 のパ
ルプの特 性は広葉樹 と針葉 樹 との 中間 の ものが得 ら
れ、靭皮部 と内茎部 を分離 す ると針葉 樹 クラ フ トパ
ルプ と同等 の特性が 得 られ た。























図1195℃ で行 っ たALCELL● パ ル プ 化 と弱
ア ル カ リ後 処 理 後 の カ ッ パー ナ ンバ ー の


















































図2麦 わらのAしCELL⑪ パルプ化 と晒白後の
シリカバランス
液比3.9:1で 処理 した結果を図1に 示す。表5は 同
パルプをアルカ リ ・二酸化塩素 ・アルカリ ・二酸化
塩素(EDED)漂 白した試料の特性試験結果である。
この発表ではさらに非木材原料のパルプ化に付随




不透明度を示す1つ の因子であると考察 され る。原
料中にはじめから存在するシ リカの17%は リグニ ン
と希釈タワーに約半分ずっに分かれ、結果と して こ
の系では シリカの蓄積はなくプ ロセスの リサイクル
化が可能である。




ジュー トとケナ フを試料 と して研究室 の スケール
で レファイナーメカニカルパ ル ピング とバ イオメ カ
ニ カルパル ピングの テス トを行 いその物性 を評 価 し
て いる。
バ イオ メカニカルパ ル ピ ングに用 いた菌 は白色腐
朽菌CZ-3Ceriporiopsissubvermisporaで 最



































































ジ ュー ト靭 皮2～4cmカ ッ ト
ジ ュー ト靭 皮 の菌 処理
ジ ュー ト靭 皮 の菌 処 理
メ ス タ(TMP)
ア ス ベ ン
菌 処理 ア ス ペ ン

































Ferrara大 学(イ タ リー)とFavini社 の協同研究
である。西 ヨーロッパで生産 される ビー トの量 は年
間約1.1億 トンにもな りドイツ、フランス、イタ リー
を主要生産国 として北欧 にまで及んでいる。100kg
か ら23kgの プ レスパルプが得 られ乾燥パルプとして
5kgと なり、 これか ら推定す ると十分工業原料 とし
ての対象となる。 この報告では砂糖工業の副資源で
ある砂糖大根のパルプ(cossettes:ビ ー トを長 さ5
‐IOcm
、厚さ4-5mmに スライス したもの)を 摩
砕または微細化 した粉末を最初試作 し、次いで工業













ハ ン マ ー ミル 「・。 ミク ロナ イ ズ ミル
「「 、「
一 ス ク リ




図6製 紙用 ドライバルブ製造のブoセ ス
94
ノALPHA1994年9ノ ヲ号

















































































































































砂糖大根か ら糖 ジュースおよびパルプを得 るプ ロ




6の ようにハ ンマー ミルとミクロナイジング ミルに
よ って粉砕 し0.5mm以 下 と0.2mm以 下の2種 類の
粉末を試作 した。実験室でのテス ト結果から工場実
験 を行 った試料の特性を求め表6に 示 した。ここで
No.0は ビー トパルプ未混入紙、No.1は 粗粉砕 したも







につ なが る もの と判 断され 、Favini社 で
はこれを"SUGAR-PAPER"と 命名 し開
発 を行 って いる。






この報 告 につ いて は本 コ ンフ ァレ ンス
参加 に先 だ って訪問 したFavini社 の見学
内容 と併 せて述 べ る ことにす る。
3-12.「 バイオ資源 の潜在 的可能 性」
Thepotensialofbiocomposites
R.Robertson,UK.
Wales大 学のバ イオ資源 セ ンターに所
属す るRRobertsonの 発表 は非木材 資源
を中心 に1990年 以降 のFAOの 統 計資料 、
非 木材 資源利用 に関す る世 界 の文献 、 資
料 を総括 的に整理 し、植物資源の概要、化
学成分 、物理的特性 を説明 し、含有 レジ ン
30%以 下 の植物品種 と30%以 上の品種 と
を それぞ れLowmatrixcompositeと
Highmatrixcompositeと して分 けた と
きの建材 を中心 と した代替 え複 合材料 の
可 能性 にっいて論 じてい る。
図7は 木材 、非木材原料の重量当た りの
相対 価格 であ る。 こ こで木 材 は絶乾重 量
を基準 と しわ らは30-35ポ ン ド/tと 推













































































3-13.「 わ ら か らの 有 用 な ポ リマ ー の 抽













木 バ 麦 レ 稲
材 ガ わ イ わ




3-14.以 下 は く不 織 布 と 織 物 〉 に 関 連 す る 発 表 で
あ り各 種 非 木 材 繊 維 を マ ッ ト化 し カ ー ペ ッ トの 下 敷
き 、 土 壌 補 強 材 料 な ど に 応 用 し た 場 合 の 検 討 結 果 に
っ い て6報 が 発 表 さ れ て い る が 題 目 だ け を 示 す に 止
め る 。




「土 壌 の 侵 食 コ ン トロ ー ル 用 マ ッ トに お け る 天 然 繊




「汚 染 コ ン ト ロ ー ル に お け る 非 木 材 繊 維 か ら の 不 織








「1年 生 繊 維 作 物 の 環 境 的 展 望:地 場 産 業 的 製 紙 、





4.CARTIRAFAVINISPA訪 問 と海藻 紙
同社の簡単な紹介はALPHA1993年2月 号に掲載





同社の従業員は125名 、生産量25,000ト ン/年 、
売上27億 円/年 という中級の会社である。














とくにスラ ッジは厚紙に混抄 し包装材料 として使用
す ることを検討中であ り1987年 、980t/y排 出され


































をテス トしAKD中 性サイズ と1%の カチオ ンでんぷ
んを内添 しサイズプ レスにおいて10%の 酸化でんぷ
ん溶液で処理 した。海藻粉末の混入量は紙の外観に





550km2に わ た るベニ スの潟 は多 くの排水 が流 れ
込 み莫大 な量 の海藻 が繁茂す る結果 とな った。 その
量 は推定 で50万 トンとされ てお りそのバ イオマス利
用をEC等 の支援 を得て行 った。海藻はCO2吸 収 能が
高 くこの循環 的利用 はまた環 境保全 に もっなが るこ
とに な る。
ベニ ス湾 で過剰 に発生 す る海 藻の 種 類 は85%の
Ulvarigidaoflacyutaと10-15%のGracilaria
confervoidesお よ び1-15%のEnteromrpha
intestinalisに 分 け られ る。 と りわ け、Ulvarigida
oflactutaは 大量 に存在す るが繊維分 は少 な く乾 燥





















































































































































コス トにっいて:1992年2月 に最初700kgの 工業
生産を行った ときのコス トは同 じ条件で同種の紙に
比べて300%も のコス トとなった。最近40ト ンの生
産ではわずか12%ア ップに過ぎない。経済的にこれ
からの指向として収穫、乾燥、精選、摩砕、海藻粉
末の処理 と製紙プロセスで コス トは約5%減 少 しこ
れは1996年 に達成す るであろう。
現在 まで1,000ト ン以上の海藻紙を生産 し十分紙
のセル ロース資源の一部として置き換えられ ること
が判った。ベニス湾には毎年50,000ト ンもの海藻が
収穫され これは木材資源30,000ト ンに相当する。 し










るに到 ってその様相は大きく変わ り21世 紀を迎えよ
うとして いる。 このような急激な世の中の移 り変わ
りに対 して多 くの危惧の声がいま高ま りつつある。
その中に森林資源は地球の貴重な財産であ り、 こ
の財産 はわれわれ子孫の代 まで継承す るべきとの意
見が到 るところで見受けられる。
この ような意見に対 して、 これに多少な りとも関

















ことがで きたことは大 きな収穫であったと考え られ
る。
今 まで木材資源 の国であ ると思 われて いたス ウ
ェーデ ン、フィンランドにおいてす ら、次代 の資源
として非木材を考え模索 している状況 を知 ることが
でき、今後わが国において もとるべ き姿勢について









擁 欝 鑓灘 ・
写真3
われわれ非木材紙普及協会のためにパネル と製品
展示のコーナーが用意 されてお り、日本か ら持参 し
たフォスター電機(株)の ケナフスピーカーと説明
パネル、本協会の案内書、その他非木材を用いた各
種製品を展示 した(写 真3参 照)。
コー ヒーブ レイクが始 まると多 くの参加者が 日本
のコーナーに集まり、多 くの質問をうけ、特 にケナ
フについては高 い関心が寄せ られた。
初 日の コンファレンス後、本館か ら離れた実験棟
において見学会、ワインパーテ ィーが開かれ当研究
所の各種活動状況、研究用農業機械などを見聞 きし
なが ら高級 ワインを十二分に堪能 し夜遅 くロン ドン
のホテルに帰着 した。
翌24日 はコンファレンスを共催 したPira研 究所を




あったが、積極的に このよ うな企画を推進 し多 くの
得 る物があったことは非木材資源という対象 と取 り
組んでいるわれわれ自身にとって も、世界的な視野
が広が ると共に、今後の当協会の活動に大 きな潜在
力として反映 していくもの と思 っている次第である。
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安全は人間生活の基本的要件であ り、分野の枠を越えた総合的取 り組 みが必要 である。
建造物(化 学プ ラ ン ト、一般建物、橋梁、高速道路な ど)の 安全に関 していえば、その
固有の低周波振動は、当該建造物の安全に重要な関連を持つとされている。例えば先年
のカ リホルニアの地震の際には、多数の高速道路の崩落があ ったが、その崩落には道路
の固有低周波振動 と地震エネルギー との共鳴が重要な因子である とされた。
しか しなが ら、 この固有振動数を測定することは必ず しも容易でない。 さらにまた、
構造物の各部の振動の相 関の解析に至ってはほとんど手つかずの問題といって良 い。本
研究はこの課題 に対す る一つのフィージブルスタディとなるものである。
本研究は我 々が磁気共鳴、イオ ンサイクロ トロン共鳴、光音響分光など、種 々の分光
学で得 た知識と経験を構造物の振動の解 析に応用 しようとするものである。具体 的には
構造体の固有振動 を測定す る野外 レーザー分光システ ムの試作 と得 られた揺動データの
相関解析法の開発 を内容 とす る。少 し詳細に述べ ると本研究では レーザ ー光 を用 いて外
部か ら対象とす る構造物の特定の部位の位置を精密に測定する事によって、当該位置の
揺動を計測 し、 さらに進ん では測定対象部位を増 し、それ らのデータの相関解析か ら構
造物の振動診断 を行い、その安全診断への有用データを求める。
このような研究 は阪神大震災が起 こった今 日、急を要するものである。
レーザー光の反射測定か ら構造物の揺 らぎを解析 した。モデル実験と して、モーター
の回転数の検出、疲労の測定、回転異常状態の検 出、冷却水の循環による冷却 システム
の異常の検出に成功 した。実際の構造物 と して、建物の固有振動の測定、自動車の強制
振動の測定に成功 した。また複眼システムを用いた相 関測定法によ り材料の亀裂の検出
に も成功 した。 この方法を今後は建物の欠陥の検 出に応用 したい。
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